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1 次の問に答えなさい．

(1) 105◦ を弧度法で表しなさい．

(2) 2016◦ は第何象限の角か答えなさい．

(3) sin θ < 0, tan θ > 0 をみたす θ は第何象限の角か
答えなさい．

(4) cos
25π

6
の値を求めなさい．

(5) sin
7π

12
の値を求めなさい．

2 θ は π

2
< θ < π，sin θ =

1

3
を満たす．このとき，次の

問に答えなさい．

(1) cos θ の符号（正か負か）を答えなさい．

(2) cos θ の値を求めなさい．

(3) cos
θ

2
の符号（正か負か）を答えなさい．

(4) cos
θ

2
の値を求めなさい．

3 角 θを tan θ = −1

4
を満たす第 2象限の角とする．この

とき，次の問に答えなさい．

(1) cos θの符号（正か負か）を答えなさい．

(2) cos θの値を求めなさい．



 

4 半径 5の円の弧の長さが 2π であるとき，この弧の中心
角を求めなさい．

5 △ABC において，CA= 3，AB= 5，A = 60◦ のとき，
BC を求めなさい．

6 各辺の長さが BC= 5，CA= 6，AB= 7 である △ABC

に対して，次の問に答えなさい．

(1) cosC の値を求めなさい．

(2) △ABC の外接円の半径を求めなさい．

7 関数 f(x) =
√
3 sinx− cosx について次の各問に答えな

さい．

(1) 三角関数の合成によって，f(x) = A sin(x+ α) の形に
したときの A と α の値を求めなさい．

(2) f(x) の最小値と最大値を求めなさい．

(3) f(x) = 0 を満たす x を 1つ答えなさい．

(4) 関数 f(x) の周期を答えなさい．

(5) y = f(x) のグラフを描きなさい．



 

8 不等式
3 sinx− cos 2x ! 1

を満たす x の範囲を求めなさい．ただし，0 ! x ! 2π

とする．


